
ＳＮＳ関連の消費生活相談の概要
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PIO-NETにみるＳＮＳに関連する相談件数
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PIO-NET（パイオネット：全国消費生活情報ネットワークシステム）とは国民生活センターと全国の消費生活センター等をオンラ
インネットワークで結び、消費生活に関する相談情報を蓄積しているデータベースのこと。
相談件数は2020年２月末日までのPIO-NET登録分。消費生活センター等からの経由相談は含まれていない。
2018年年度同期件数（2019年２月末日までのPIO-NET登録分）は、14,160件。
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１．ＳＮＳ上の広告がきっかけとなるトラブル
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●トラブルの例
「お試し」定期購入、詐欺・模倣品サイトなど

【よくみられるパターン】

・消費者がＳＮＳ上の広告を見て、事業者のサイトにアクセスし、商品を注文

⚠ 「お試し」定期購入
「１回だけ」のつもりで健康食品や化粧品等を注文したが、「定期購入が条件」
だった
※ＳＮＳ上の広告では、「お試し価格」「１回目90％OFF」など通常価格よりも低価格で購入できる
ことや、ダイエットや筋力アップなどの効果を強調
数カ月以上の継続（定期購入）が条件であることは確認できない

⚠ 詐欺・模倣品サイト
洋服や家電等を注文したが、商品が届かない・偽物が届いた

きっかけ

トラブル！



【事例１】「お試し」定期購入
パソコンで動画投稿サイトを閲覧中、ダイエットサプリメントの動画広告を見

た。初回約500円という内容であったため、動画投稿サイトに表示されたＵＲＬから
販売サイトにアクセスして注文した。後日、定期購入契約になっていることが分か
り、通信販売業者に解約を申し出たが、「最低４回の購入で総額約２万円の支払い
が条件になっているので、今すぐには解約できない」と言われた。

【事例２】詐欺・模倣品サイト
ＳＮＳ上の広告で見つけた通販サイトでダウンジャケットをクレジットカードで

購入した。「在庫処分80％OFF」とあったが、サイト内もしっかりとした作りだっ
たため購入した。商品到着まで数週間かかると書いてあったが、商品が届かないた
め、販売事業者に連絡を取ろうとしたが、サイト内に連絡先が見当たらなかった。
代金はクレジットカード会社から請求されている。
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２．ＳＮＳで知り合った相手からの誘いが
きっかけとなるトラブル
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●トラブルの例
情報商材・副業・投資・マルチ商法等の儲け話、出会い系サイトへの誘導など

【よくみられるパターン】

・消費者のＳＮＳ上の投稿・コメントを見た相手から連絡がある
・相手のＳＮＳ上の投稿・コメントを見て、相手に興味・関心を持ち、消費者から
連絡する
※儲け話では、相手がＳＮＳ上でビジネスでの成功や充実した生活をアピール
※出会い系への誘導では、相手がＳＮＳ上で交際への期待を抱かせる

・ＳＮＳ上のＤＭ・チャットでやりとり（別のＳＮＳでやりとりすることも）
※儲け話では、グループチャットでやりとりするケースや、実際に相手と会うケースも
※出会い系への誘導では、「交際相手等に知られないように今後はサイトでやりとりしたい」等を理由
としてＳＮＳから出会い系サイトに誘導するケースも

⚠ 儲け話 情報商材などを高額契約させられたが、儲からない
⚠ 出会い系 出会い系サイト・アプリで相手とのやりとり等のために高額な支払い

をさせられたが、出会えない

きっかけ

トラブル！

やりとり



【事例３】情報商材
ＳＮＳで知り合った女性から、「自分の好きなことを生かして、ブログを通じて

情報を販売することで毎月30 万円を稼ぐことができる方法を教えてもらえる」とい
う約30 万円の情報商材の勧誘を受けた。高額なので断ったが、「借金してやっても
すぐに取り戻せる」と強引に説明され断れなくなり、貸金業者のお店に連れて行か
れてお金を借りて支払った。結局収益はなくローンの返済が困難だ。全額返金して
ほしい。

【事例４】出会い系サイト
ＳＮＳで、好きなタレントのページにリンクを貼って利用していた。すると、そ

のタレントから直接メッセージが届き、「事務所に内緒なので、別サイトでやりと
りしたい」と別のサイトに誘導された。メール交換のためのポイント購入で260万円
支払ったが、だまされたのだろうか。
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３．ＳＮＳ上で知り合った相手との
個人間取引のトラブル
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●トラブルの例
転売チケット、個人間融資など

【よくみられるパターン】

・消費者のＳＮＳ上の投稿・コメントを見た相手から「取引しないか」と連絡があ
る

・相手のＳＮＳ上の投稿・コメントを見て、消費者から相手に「取引したい」と連
絡する

・ＳＮＳ上のＤＭ・チャットでやりとり（別のＳＮＳでやりとりすることも）

⚠ お金を支払ったのに、商品等が届かない・約束が守られない、
相手と連絡がとれない

きっかけ

トラブル！

やりとり



【事例５】転売チケット
ＳＮＳでアイドルのコンサートチケットを売ってくれるという募集のメッセージ

を見つけた。相手から氏名、住所、生年月日などを教えられたので警戒心がなくな
り、相手の指定口座に代金を振り込んだところ、相手のＳＮＳのアカウントが閉鎖
され、連絡がとれなくなってしまった。

【事例６】個人間融資
ＳＮＳで「個人で融資します」という書き込みを見て相手に連絡を取り、60 万円

の融資を申し込んだ。相手から「まず２万円を銀行口座に振り込むので、そのまま
こちらへ振り込んで返してほしい。そこで審査をする」と言われ、銀行口座などの
個人情報を伝えた。しかし、心配になりやめたいと伝えたら、「既に１万円を振り
込んだので、１週間後に３万円を返すように」と言われた
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（参考）関連する注意喚起・啓発資料
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